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町政執行方針、そして初の教育行政執行方針
～クローズアップ事業５項目を紹介～

平成26年5月臨時会

平成26年6月定例会

町政を問う! 一般質問
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大 空 町 検 索

●５月１６・１７日の強風による農業被害に伴う経費の
　増額補正 など

●乳幼児等医療費の助成を「中学生」まで拡大 など

ぎかいだより「購読アンケート」のお願い
「町民の声」橋本 尚武さ　　んより

3名の議員が登壇

平成26年（2014年）８月15日発行 33号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

豊住保育園三世代交流（七夕まつり）（７月５日）

特集

・農業後継者対策は
・大空町の具体的な成長戦略のシナリオは
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか１件

・人口流出への対策は　ほか１件
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６月23日・24日に開催された６月定例会において、山下町長から町政執行方針、そして渡邊
教育長から初となる教育行政執行方針の説明がありました。今回はその中から５項目の事業を
クローズアップし、紹介します。

元気あるまちづくり 約７億円を増額補正
〜クローズアップ事業５項目を紹介〜 〈町政執行方針より〉

①まちづくりは一人が頑張るのではなく、みん
なで支えあうことが大切。自治基本条例は町民
が自治の主体であり、町民・議会・行政の協働
を基本原則としている。
②子どもたちが生まれ育つ環境を整え、今必要
なものは何か、将来の夢の実現を応援する。
③１次産業の将来不安、各産業共通の人材不足
など、地域産業の課題は深刻であり、農業基盤
の強化や交流人口の誘致を進め、地域で経済循
環する仕組みをつくる。
④安心な生活には行政としての不安解消の取組
みは不可欠であり、町民皆さんの取組みを助長
するなど、地域が一体となった活動を展開する。

〈教育行政執行方針より〉
教育委員会として、次代を担う子どもたちの心
豊かな成長と町民皆さんの活気と潤いに満ちた
生涯学習社会の創造を目指し、学校・家庭・地
域はもとより、関係機関・関係団体等との連携
をはかり、本町教育の一層の充実・発展のため、
全力で取り組んでいく。

≪概　要≫
５月29日（木）に東藻琴明生地区
において、すべての児童・生徒が降
車後、車両の天井付近から出火し全
焼しました。

≪今後の対応≫
●�代替車両〜登下校時のバスの借り
上げ

●�車両購入〜スクールバス購入に向
け、2112万円を補正

≪改修の概要≫
運動公園の遊具は、昭和55年に設置され、34年が経過し、老朽化が顕著になっています。平成24年度
に「大空町都市公園長寿命化計画」が策定され、その判定結果をふまえ、平成25年度に「運動公園遊具
改修工事基本設計」が実施されました。
平成26年度には実施設計委託が行われ、平成26年度と平成28年度に改修工事の実施が予定されています。

≪改修箇所≫
　●児童の遊び場（イメージ）

　●親子の遊び場
　・幼児用複合施設　・背なしベンチ　・スプリング遊具　・スプリングシーソー　・ごっこ遊具
　・シェルター　・ブランコ。

町政執行方針を説明する山下町長

初となる大空町教育行政執行
方針を説明する渡邊教育長

政策予算

【１】新たなスクールバス１台の購入� 2112万円

【２】女満別運動公園の遊具改修工事� 4000万円

現在運行しているスクールバス

ネットクライミング ターザンロープ 鉄　棒ブランコ

改修後の遊具イメージ
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【３】東藻琴旧土地改良事業所の改修（相撲場設置）� 1500万円

【4】定住団地造成など実施設計費� 696万円

【5】教育文化会館の全面的な改修� ４億6173万円
≪目　的≫
大鵬杯相撲大会、相撲クラブや東藻琴中学校
相撲部など、相撲への機運が高まっている現
状をふまえ、遊休施設を利活用し、土俵を備
えた相撲場を設置することにより相撲の普及
振興を図るものです。

≪改修の概要≫
●事務室部分を相撲場に改修
　・床の撤去、土俵の設置など
●食堂の一部改修
　・ガス給湯器の取り替えや水道設備の修繕

相撲場に改修される「東藻琴旧土地改良事業所」

昭和定住団地（仮称）予定地【女満別地区】 総合支所南側定住団地（仮称）予定地【東藻琴地区】

≪目　的≫
昭和53年12月に建設され、町民の芸術文化活動の
発表会のほか、各種講演会、研修会、大会などに利
用されています。
この度、耐震化や危険個所への対応のため、全面的
な改修を行うものです。

≪改修の概要≫
●耐震化への対応
　①立ち上がり壁の撤去　など
●危険個所への対応
　②外壁タイルの張り替え

≪目　的≫
町内における若年層などの持家を希望する世帯や、
近隣市町との交通の利便性が高いことを生かし、
町外からの移住希望者等に対して住宅団地の受け
入れ態勢を整備し、住みやすい環境づくりを図る
ため宅地の造成分譲を行うものです。
今後の予定としては、平成26年度に696万円を
かけて実施設計が行われ、平成27年度に造成、
分譲が行われる予定となっています。

　③ボイラー室の煙突取り替え　など
●町民や使用団体からの要望への対応
　④青少年研修室のパーテーション及び一部鏡設置
　⑤研修室等着替え用カーテンの設置　など
●省電力化への対応
　⑥反響版ライトのＬＥＤ化
　⑦外灯のＬＥＤ化　など
●老朽化への対応
　⑧大道具庫（ピアノ庫新設、搬入口扉改修など）
　⑨照明設備、音響設備　など
　　※冷暖房設備の導入

≪宅地の分譲≫
●女満別地区〜昭和定住団地（仮称）
・・・１区画１２０坪程度×１５区画
●東藻琴地区〜総合支所南側定住団地（仮称）
・・・１区画１５０坪程度×５区画

①

①

⑦

⑧
⑨

⑥

⑤

③

④

②

教育文化会館改修（案）図面

老朽化により大規模な改修が計画される「教育文化会館」
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※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」及びユーストリームの「録画データ」もごらんください。

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」及びユーストリームの「録画データ」もごらんください。

平成26年5月 臨時会（5/20開催）で決定した
主な内容をお知らせします。

（人事案件については、下記に記載のとおり、投票を行った結果、議会として同意しました。また、補正予算については全議
員賛成で可決されました。）

平成26年6月 定例会（6/23〜24開催）で決定した主な
内容をお知らせします。（補正予算、条例等について、全議員賛成で可決されました。）
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平成26年度 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 7億1049万円 76億1914万円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 ▲1883万円 11億654万円
介護サービス事業勘定特別会計 ▲122万円 784万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 7565万円 4億92万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 ▲2万円 4億1122万円

　＜一般会計＞
　　【歳　　出】
　　　　旧土地改良事業所改修工事� 1500万円
　　　　介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金� 3540万円
　　　　住宅リフォーム促進事業補助金� 1200万円
　　　　住民活動推進事業� 400万円
　　　　医療・介護従事者就業支援補助金� 100万円
　　　　店舗改修事業補助金� 150万円
　　　　起業化支援事業補助金� 200万円
　　　　キャラクター作成業務委託料� 142万円
　　　　外灯設置工事� 869万円
　　　　女満別運動公園遊具改修工事� 4000万円
　　　　スクールバス購入費� 2112万円
　　　　教育文化会館整備事業補助金� 4億6173万円
　　　　その他事業� 1億663万円
　　【歳　　入】
　　　　都市公園事業交付金� 2000万円
　　　　財政調整基金繰入金� 1億2943万円
　　　　公共施設等整備基金繰入金� 1億1956万円
　　　　教育文化会館整備事業債� 3億1420万円
　　　　その他事業� 1億2730万円

川口明夫 副町長

後藤幸太郎 氏

平出有実子 氏

元氏　允 氏

渡邊國夫 教育長

廣川和寛 氏

平成26年度  補正予算の主な内容
会 計 補正予算額 補正後の総額
一 般
会 計 7,480万円 69億864万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】
　　　除雪ドーザ� 500万円
　　　ロータリー除雪車� 2500万円
　　　H26年発生災害河川復旧費� 700万円
　　　その他事業� 780万円
　【歳　　入】
　　　除雪機械整備事業交付金� 2240万円
　　　除雪機械整備事業債� 3530万円
　　　その他事業� 1710万円

　町村議会議員として長年在職し、地方自治
の振興発展に寄与・貢献された功績により、
深川曻副議長、松岡克美議員、勝田鉄城前議
員が、北海道町村議会議長会から表彰（町村
議会議員として15年以上）を受けました。
　第２回定例会において、近藤議長から伝達
されました。おめでとうございます。
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ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
そ
ら

っ
き
ー
の
こ
と
か
、
ま
た
は

別
の
も
の
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
あ
る
そ

ら
っ
き
ー
の
着
ぐ
る
み
の
更

新
と
考
え
て
い
て
、
一
昨
年

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ラ
隊
が
結

成
さ
れ
、
出
動
す
る
機
会
が

ふ
え
て
い
る
中
で
、
現
行
の

着
ぐ
る
み
は
動
き
に
く
い
こ

と
か
ら
、
今
回
新
規
に
、
胴

体
が
曲
が
っ
た
り
だ
と
か
、

新
た
に
更
新
を
し
、
男
の
子

な
の
か
女
の
子
な
の
か
と
い

う
人
格
形
成
も
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

補
助
金�

１
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

と
の
関
係
を
ど
う
す
る
の
か
、

施
工
業
者
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
の
加
盟
店
に
す
る
よ
う
な

方
向
も
検
討
し
て
は
ど
う
か

と
担
当
者
と
議
論
し
た
が
、

そ
の
こ
と
の
説
明
を
聞
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
今
議
会
で
補

正
が
可
決
さ
れ
た
後
、
対
象

業
者
、
施
工
業
者
を
集
め
、

産
業
課
参
事

小
島
議
員

産
業
課
参
事

説
明
会
を
す
る
予
定
で
い
る
。

商
工
会
と
の
協
議
の
中
で
も
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
の
加
盟

に
つ
い
て
共
通
認
識
に
立
っ

て
い
る
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
発

行
に
つ
い
て
も
協
力
を
依
頼

し
て
い
き
た
い
。

起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

�

２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
起
業
化
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
す
ば
ら
し
い

こ
と
と
思
う
が
、
詳
し
い
内

容
を
知
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
町
内
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
起
業
が
円
滑

に
行
え
る
よ
う
、
起
業
に
係

る
費
用
の
一
部
を
町
が
支
援

し
な
が
ら
、
良
好
な
経
済
活

動
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
内
容
は
、
起
業
、

創
業
に
係
る
事
業
拠
点
経
費
、

宣
伝
広
告
経
費
な
ど
、
経
費

の
２
分
の
１
、
上
限
を
１
０

０
万
円
と
し
て
補
助
を
し
て

い
く
。

店
舗
改
修
事
業
補
助
金

�

１
５
０
万
円

　
　
　
　
　
店
舗
改
修
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
中
小
企

業
振
興
資
金
の
設
備
資
金
と

一
緒
に
使
え
な
い
だ
と
か
聞

い
て
い
る
が
、
中
身
を
知
り

小
島
議
員

産
業
課
参
事

小
島
議
員

た
い
。

　
　
　
　
　
　
中
小
企
業
振

興
資
金
と
の
併
用
に
つ
い
て
、

借
入
金
以
外
を
補
助
対
象
経

費
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

外
灯
設
置
工
事

�

８
６
９
万
円

　
　
　
　
　
外
灯
管
理
費
に

つ
い
て
、
新
し
く
設
置
し
た

り
照
明
球
の
切
り
替
え
と
聞

い
た
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
規

模
で
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
省
エ
ネ
球
の
交
換
だ
が
、

現
時
点
で
町
の
外
灯
の
何
％

か
、
ま
た
、
今
後
の
計
画
の

見
通
し
に
つ
い
て
も
教
え
て

ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
ま
ず
東
藻
琴
地

区
に
お
け
る
外
灯
の
新
設
と

撤
去
を
３
か
所
ず
つ
、
そ
れ

以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
今

回
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
し
て
い

る
。
現
状
で
は
、
１
０
７
９

本
の
外
灯
が
あ
り
、
平
成
２

２
年
に
２
３
４
本
の
外
灯
を

省
電
力
外
灯
、
エ
バ
ー
ラ
イ

ト
に
替
え
て
い
る
。
率
に
し

て
21
・
７
％
で
あ
る
。
そ
れ

以
降
実
施
し
て
い
な
い
が
、

今
後
計
画
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

産
業
課
参
事

松
田
議
員

建
設
課
長

イベント等で多忙なそらっきー

条　
　
例

国
保
税
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
に
伴
う
条
例
の
改
正

　
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
、

国
保
税
賦
課
限
度
額
の
後
期

分
を
、
「
14
万
円
」
か
ら

「
16
万
円
」
に
、
介
護
分
を

「
12
万
円
」か
ら「
14
万
円
」

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
伴
う

条
例
の
改
正

乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
を

「
中
学
生
」
ま
で
拡
大

　
現
在
「
小
学
生
」
ま
で
と

し
て
い
る
乳
幼
児
等
医
療
費

の
助
成
対
象
を
、新
た
に「
中

学
生
」
の
入
院
・
外
来
に
係

る
医
療
費
も
全
額
助
成
す
る

こ
と
に
伴
う
条
例
の
改
正

そ 

の 

他

除
雪
ド
ー
ザ
及
び
ロ
ー
タ
リ

除
雪
機
の
購
入

　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

除
雪
ド
ー
ザ
１
台
を
２
３
、

７
１
６
、
８
０
０
円
で
、
ロ

ー
タ
リ
除
雪
機
１
台
を
１
９
、

４
４
０
、
０
０
０
円
で
購
入

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
に
５
事
業
を
追
加

　
東
藻
琴
弓
道
場
の
耐
震
補

強
事
業
ほ
か
、
計
５
事
業
を

計
画
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

国
に
対
し
て
７
件
の
要
望
意

見
書
を
提
出

　
所
管
委
員
会
で
協
議
の
上
、

７
件
の
意
見
書
を
国
に
提
出

し
ま
し
た
。（
意
見
書
の
内

容
を
Ｐ
13
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

26
年
度
補
正
予
算

地
域
福
祉
基
金
へ
の
積
立
て

な
ど
、
一
般
会
計
２
億
８
７

５
５
万
円
を
増
額

　
保
健
福
祉
の
た
め
の
基
金

で
あ
る
地
域
福
祉
基
金
へ
の

積
立
て
な
ど
に
係
る
経
費
を

増
額
し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

地
域
振
興
基
金
積
立
金

１
億
８
１
２
万
円

　
　
　
　
　
具
体
的
な
、
現

在
進
ん
で
い
る
内
容
や
目
的

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
約
10
億
６
０
０

０
万
円
を
基
金
と
し
て
積
ん

で
い
る
が
、
現
在
、
具
体
的

に
こ
の
資
金
を
活
用
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
こ

の
基
金
の
利
息
を
活
用
し
て
、

熊
本
県
氷
川
町
、
稲
城
市
と

の
児
童
交
流
と
い
っ
た
も
の

に
充
当
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
実
際
積
立
て
て
い

る
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後

交
付
税
等
、
合
併
に
よ
る
支

援
措
置
が
減
少
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
振
興
を
図
っ
て
い
く
事

業
な
ど
に
充
て
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
の

原
本
議
員

総
務
課
長

※議案に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は議会ホームページ、両地区図書館で閲覧できる「会議録」を
ごらんください。

平成26年7月 臨時会（7/28開催）で決定した主な内容を
お知らせします。（補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

基
金
を
造
成
し
て
い
る
。
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
は
議
会

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
こ
の
基
金
は
合

併
し
た
後
に
、
10
億
円
を
地

域
振
興
の
た
め
に
借
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
事
業

に
使
用
す
る
と
い
う
よ
う
な

考
え
で
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

今
回
積
立
て
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
現
在
は
運
用
益

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
は
地
域
振
興
施
設
の
話
も

進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
有

効
な
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
議
会
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

地
域
福
祉
基
金
積
立
金

１
億
８
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
こ
の
積
立
て
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
内
容
で
使
わ
れ
る
の
か
、

お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
具
体
的
に
ど
の

事
業
に
充
て
る
と
い
う
よ
う

な
も
の
は
な
い
が
、
こ
れ
か

副
町
長

原
本
議
員

副
町
長

上
地
議
員

総
務
課
長

ら
福
祉
施
策
も
市
町
村
の
財

源
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

い
う
よ
う
な
事
業
も
あ
る
の

で
、
こ
の
基
金
に
積
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
現
在
こ
の

基
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
宅
に
設
置
し
て
い
る
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に
繰

入
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
基
金
の
積
立
て

に
つ
い
て
、
交
付
税
の
額
を

算
定
し
て
決
定
さ
れ
、
補
正

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

今
後
、
合
併
10
年
が
経
過
し

た
後
は
、
交
付
税
が
さ
ら
に

縮
減
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
将
来
を
見
通
し
た

中
で
、
こ
の
よ
う
な
基
金
に

積
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
方
で
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
詳
細
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の

年
度
の
予
算
編
成
の
中
で
協

議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
使

用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
福
祉
基
金
な
の

で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
に
も
使
え
る
と
い
う

考
え
で
い
い
の
か
、
ま
た
、

今
後
、
積
立
て
は
毎
年
度
す

る
の
か
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
特
別
養
護
老
人

町

長

上
地
議
員

総
務
課
長

ホ
ー
ム
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、

町
で
支
援
を
す
る
と
い
う
こ

と
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、

そ
う
な
れ
ば
基
金
を
活
用
さ

せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
可

能
だ
と
思
う
。
ま
た
、
毎
年

度
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
、

積
立
て
で
き
る
で
き
な
い
が

あ
る
と
思
う
が
、
検
討
し
な

が
ら
基
金
の
造
成
の
仕
方
を

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
１
台
を
購
入

　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
１
台
を
１
８
、

０
７
９
、
２
０
０
円
で
購
入

　
　
　
　
　
購
入
に
あ
た
り
、

車
両
火
災
な
ど
に
対
す
る
再

発
防
止
策
な
ど
を
強
化
し
て

上
地
議
員

い
る
の
か
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
入
札
に
つ

い
て
は
従
来
ど
お
り
の
執
行

と
し
て
い
る
が
、
た
だ
、
使

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
出

火
原
因
の
可
能
性
の
あ
る
部

分
の
点
検
、
ま
た
、
新
車
両

に
つ
い
て
は
火
災
発
生
の
原

因
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
い
る
車
両
で
あ
る

の
で
、
今
後
点
検
業
務
で
万

全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

専
決
処
分
の
報
告

　
町
有
車
両
に
起
因
し
て
発

生
し
た
物
損
事
故
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
長

平成26年度  補正予算の主な内容
会 計 補正予算額 補正後の総額
一 般
会 計 ２億8755万円 79億669万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】
　　　地域振興基金積立金� １億812万円
　　　地域福祉基金積立金�１億8000万円
　　　その他事業� ▲57万円
　【歳　　入】
　　　地方交付税� ２億9860万円
　　　その他事業� ▲1105万円
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一般質問通告項目

①大空町の具体的な成長戦略はあるか②移転撤回を
ふまえ、女満別幼稚園の今後の整備計画はどうなる

品田　好博　議員

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
大
空
町
の
成

長
戦
略
の
具
体
的
な
政
策

と
シ
ナ
リ
オ
が
あ
れ
ば
聞

き
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
成
長
戦
略
と

い
っ
た
も
の
は
持
ち
得
て

い
な
い
が
、
現
在
、
町
と

し
て
、
そ
う
い
っ
た
視
点

で
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

医
療
や
福
祉
、
教
育
の
充

実
、
住
環
境
、
上
下
水
道

を
し
っ
か
り
充
実
さ
せ
る
。

そ
れ
が
成
長
社
会
に
つ
な

が
り
、
最
終
的
に
居
住
を

促
す
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
私
は
将
来
的

な
人
口
の
減
少
こ
そ
、
大

き
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。
人
口
の
問
題
、

ま
た
農
業
振
興
、
あ
る
い

は
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し

て
、
将
来
の
先
見
性
を
も

っ
て
施
策
に
あ
た
る
の
が
、

ま
つ
り
ご
と
で
は
な
い
の

か
と
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
町
民
の
皆
様
に
お
示
し

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

医
療
や
福
祉
、教
育
、住
環
境
、上
下
水
道
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
る

答
大
空
町
の
成
長
戦
略
の
具
体
的
な

政
策
と
シ
ナ
リ
オ
は
あ
る
か

問

幼
保
一
体
化
を
視
野
に
入
れ
て

検
討
す
る

答
幼
保
一
体
化
と
い
う
考
え
で
、
女
満
別

幼
稚
園
の
整
備
計
画
を
立
て
る
考
え
は

問

議会中継録画「平成26年第２回定例会第１日目
③（9：26 〜 1：31：35）」をご覧ください。

が
、
説
明
責
任
と
し
て
大

事
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

こ
の
町
に
住
ん
で
み
た
い
、

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
策

の
連
携
、
そ
う
い
う
も
の

を
聞
き
た
か
っ
た
し
、
課

だ
け
の
縦
割
り
の
予
算
で

は
な
く
、
各
課
の
連
携
の

中
で
、
施
策
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
そ
う
い
う
考
え

方
を
強
く
述
べ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
年
２
回
、
各

担
当
課
と
い
ろ
い
ろ
な
政

策
懇
談
を
行
う
が
、
そ
の

節
、
私
の
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る

の
で
、
職
員
に
つ
い
て
は
、

自
分
達
が
行
っ
て
い
る
一

つ
一
つ
の
部
署
の
政
策
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
こ

に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、

承
知
し
て
い
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来

を
見
な
が
ら
、
政
策
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
と
し

て
利
活
用
す
る
案
は
撤
回

さ
れ
た
が
、
女
満
別
幼
稚

園
の
整
備
計
画
は
ど
う
な

る
の
か
。

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
か

ら
、
第
２
次
大
空
町
総
合

計
画
の
策
定
の
中
で
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
整
備
計
画
を

立
て
る
上
で
、
幼
保
一
体

化
（
こ
ど
も
園
）
と
い
う

考
え
方
で
計
画
を
立
て
る

姿
勢
は
あ
る
の
か
。

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
の
議
論
の

中
か
ら
、
教
育
と
保
育
を

一
体
的
に
行
う
「
こ
ど
も

園
」
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

「旧豊住小学校跡地利用の検討結果について」
（大空町教育委員会）より一部抜粋

　豊住小学校跡地を幼稚園として活用するプランを検討
するにあたり、推進チームとしては保護者の考えや意見
を十分に把握することを重視し、保護者意見交換会や保
護者への意見募集などを行ってきた。その結果、多くの
方から様々なご意見をいただくことができた。真摯な意
見を寄せていただいたことに感謝を申し上げたい。
　幼稚園としての活用は、既存施設の活用や教育施設の
更新が進むなど、町の教育行政上の諸問題を解消する面
で非常に効果的である一方、通園対象者のうち、今より
幼稚園が遠くなる世帯はおよそ８割となり、移転自体に
抵抗を持つ保護者が多く、保護者の不安などを解消する
ため様々な対応を検討してきたところであるが、距離の
問題を含めその全てを解消することは困難であると考え
る。さらに、それらの問題点を解消するためにかける経
費は莫大なものとなり、移転することによって得られる
メリットが、これほどの経費をかけても実現すべきだと
いう決定的な理由とも言いがたい。
　以上により、豊住小学校跡地を幼稚園として活用する
プランは、安心安全な幼稚園運営を行うためにも、現状
では実現することは困難である。

（一般質問3人）

町政を問う！ 平成26年第２回定例会
では、３人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。
※�質問、答弁の内容は、要約して掲
載しています。詳細は議会ホーム
ページ及び両地区図書館で閲覧
できる会議録をごらんください。

一般質問通告項目

農業後継者の対策とは
田中　裕之　議員議会中継録画「平成26年第２回定例会第１日目②（17：32

〜 35：23）及び③（0：00 〜 9：25）」をご覧ください。

議会
中継録画
配信中！

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
本
町
の
基
幹

産
業
は
農
業
で
あ
り
、
町

の
発
展
も
こ
れ
か
ら
の
農

業
の
振
興
に
関
わ
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

農
業
後
継
者
問
題
と
し
て
、

実
態
と
し
て
、
現
在
専
業

農
家
は
何
戸
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
後
継
者
が
い
る
数

と
い
な
い
数
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
年
の
３
月

現
在
で
、
認
定
農
業
者
数

は
、
４
４
５
戸
、
前
年
度

よ
り
１
戸
減
少
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
美

幌
町
の
よ
う
に
統
計
調
査

で
は
な
く
認
定
農
業
者
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
継

者
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

統
計
的
に
数
値
は
お
さ
え

て
い
な
い
が
、
「
後
継
者

が
い
な
い
」
と
回
答
す
る

農
家
の
方
々
は
、
こ
こ
何

年
か
の
調
査
結
果
の
中
で

わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と
見
て

と
れ
る
。

町
単
独
の
交
流
事
業
や
、支
援
の
一
つ
と
し
て

後
継
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
が
あ
る

答
後
継
者
確
保
に
向
け
た
対
策
と

そ
れ
に
伴
う
労
働
力
不
足
対
策
は

問

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
現
在
、
後
継

者
の
確
保
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い

る
の
か
、
魅
力
あ
る
農
村
、

や
り
が
い
の
あ
る
農
業
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
環

境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
の
農
業
担

い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
と
い

う
も
の
を
組
織
を
し
て
、

こ
れ
を
中
心
と
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
支
援
の

一
つ
と
し
て
、
後
継
者
の

パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
が
あ
り
、

大
空
町
、
美
幌
町
、
津
別

町
合
同
に
よ
る
交
流
事
業

や
、
町
単
独
の
交
流
事
業

も
あ
る
。
ま
た
、
新
規
就

農
者
の
方
々
の
支
援
と
し

て
、
両
地
区
Ｊ
Ａ
が
実
施

を
し
て
い
る
、
農
業
担
い

手
実
習
研
修
事
業
に
支
援

を
し
て
い
る
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
今
こ
そ
人
的

資
源
、
ま
た
物
的
資
源
を

徹
底
的
に
利
用
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
関
係
す
る
農

協
の
皆
さ
ん
方
と
今
ま
で

以
上
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
と
い
う
も
の
に

意
を
払
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
う
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
農
家
戸
数
が

減
り
、
１
戸
当
た
り
の
耕

作
面
積
は
増
え
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
今
よ
り
も
労

働
力
不
足
の
問
題
が
深
刻

に
な
る
と
思
う
が
、
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
立
ち

上
げ
等
、
農
協
や
農
業
委

員
会
な
ど
と
連
絡
強
化
を

し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
労
働
力
の
確

保
に
つ
い
て
、
大
規
模
の

中
で
の
営
農
集
団
の
組
織

化
と
い
う
も
の
も
今
後
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
そ
の
先
に
は
農
業

の
法
人
化
と
い
う
も
の
の

時
代
に
な
っ
て
い
く
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

町
と
し
て
だ
け
取
り
組
め

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

関
係
機
関
の
方
々
と
情
報

交
換
し
な
が
ら
、
有
効
な

方
策
に
つ
い
て
は
今
後
、

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と

◎農業後継者の有無
〈平成25年度の両地区JAのアンケート調査より〉

地　区
「後継者がいる」

割　合 戸　数
女　満　別 33.7％ 90戸
東　藻　琴 50％ 不明

※東藻琴の戸数は、アンケートが東藻琴地区と網走地区で分けられていないた
め不明

◎農家戸数
〈平成26年３月現在〉

認定農業者数 ４４５戸
※前年度より１戸減少

思
う
。
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次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に
対
し
て
７
件
の
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を
求
め
る
要
望
意
見
書

「
障
害
者
権
利
条
約
」
で
手
話
が
言
語
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
が
、
ろ
う
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ
と
変
革
す
る
推
進
力
と
し
て

は
不
十
分
で
あ
り
、
手
話
言
語
に
関
す
る
「
手
話
を
獲
得
す
る
」
「
手

話
で
遊
ぶ
」な
ど
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、専
門
法
で
あ
る「
手

話
言
語
法
」
の
制
定
が
必
要
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
制
定
す
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
「
国
の
出
先
機
関
」
の
拡

充
を
求
め
、「
公
務
の
民
営
化
・
独
立
行
政
法
人
化
・
業
務

委
託
化
」
に
反
対
す
る
要
望
意
見
書

　
北
海
道
に
は
航
空
管
制
部
、
開
発
局
、
税
務
署
を
は
じ
め
と
す
る
国

の
出
先
機
関
が
各
地
に
あ
る
が
、
廃
止
、
地
方
移
管
を
前
提
と
し
な
い

こ
と
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
は
か

る
た
め
必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
、
現
在
国
で
行
わ
れ
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
拙
速
な
民
営
化
、
独
立
行
政
法
人
化
、
業
務
委
託
化
を
す

す
め
な
い
こ
と
、
な
ど
を
要
望
し
ま
す
。

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
改
訂
に
あ
た
り
、
真

に
農
業
者
の
所
得
向
上
・
地
域
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
向
上
・
国
民
に

対
す
る
食
糧
供
給
の
安
定
確
保
・
農
地
の
適
正
利
用
に
資
す
る
観
点
か

ら
、
規
制
改
革
会
議
の
意
見
書
を
取
り
扱
う
よ
う
、
要
望
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
要
望
意
見
書

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
し
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認

国への要望意見書を
全会一致で採択

定
基
準
を
緩
和
し
、
患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
に
す
る
よ
う
、

要
望
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
木
材
の
利
用
促
進
と
い
っ
た
地
域
の
多
様
な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

「
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
」
の
継
続
な
ど
、
林
野
関
連
施

策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」

の
使
途
に
森
林
吸
収
源
対
策
を
追
加
す
る
、
な
ど
、
安
定
的
な
財
源
を

確
保
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

道
教
委
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
」
の
見
直
し

と
地
域
や
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
高
校
づ
く
り
の
実
現

を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
道
教
委
が
策
定
し
た
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
」
は
北
海

道
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
ず
、
地
域
の
教
育
や
文
化
だ
け
で
な
く
、
経
済
や

産
業
な
ど
、
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
、
障
が
い
の
あ
る
・
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
す
る
す

べ
て
の
子
ど
も
が
地
元
の
高
校
へ
通
う
こ
と
の
で
き
る
後
期
中
等
教
育

を
保
障
す
る
た
め
の
検
討
を
す
る
こ
と
、
な
ど
を
要
望
し
ま
す
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
１
／
２
へ
の

復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」
の
実
現
を
め
ざ
す
教
職
員
定
数

改
善
、
就
学
保
障
充
実
な
ど
２
０
１
５
年
度
国
家
予
算
編

成
に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
に
向
け
た
要
望
意
見

書
　
「
30
人
以
下
学
級
」
の
早
期
実
現
に
む
け
て
、
学
級
編
成
標
準
を
順

次
改
定
す
る
こ
と
、
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
保
護
者
負
担
の
解
消
、

就
学
保
障
の
充
実
、
図
書
費
な
ど
、
国
の
責
任
に
お
い
て
教
育
予
算
の

十
分
な
確
保
、
拡
充
を
行
う
こ
と
、
な
ど
を
要
望
し
ま
す
。

高齢者の方が安心して暮らせることは、町としての責務

一般質問通告項目

①人口流出への対策は②自治体
の要支援移管に対する影響は 
議会中継録画「平成26年第２回定例会第１日目
④（0：00 〜 45：21）をご覧ください。 上地　史隆　議員

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
少
子
化
対
策

と
し
て
、
乳
幼
児
等
医
療

費
の
対
象
拡
大
以
上
の
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
ど

う
か
。
ま
た
、
若
い
人
が

町
に
残
る
に
は
求
人
数
が

少
な
い
の
が
現
状
だ
と
思

う
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
、

家
庭
訪
問
指
導
や
乳
幼
児

妊
婦
健
診
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
今
後
、
子
育
て

支
援
の
た
め
の
宅
地
住
宅

政
策
や
、
食
育
の
発
想
か

ら
給
食
費
の
あ
り
方
の
検

討
な
ど
が
必
要
で
は
な
い

子
育
て
支
援
の
た
め
の
宅
地
住
宅
政
策

な
ど
を
考
え
て
い
る

答
町
と
し
て
の
少
子
化
対
策
と
は

問

施
設
の
整
備
と
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る

答
要
支
援
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
移
管
に
よ
る

影
響
は

問

か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
雇
用
の

関
係
に
つ
い
て
、
福
祉
施

策
や
教
育
施
策
な
ど
、
定

住
を
図
る
中
で
の
人
口
増

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

い
っ
て
き
た
が
、
本
年
か

ら
町
の
嘱
託
職
員
の
賃
金

の
引
き
上
げ
や
、
医
療
介

護
に
係
る
従
事
者
の
定
着

の
た
め
の
補
助
制
度
を
提

案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
若
い
方
々
が
地
域
に

定
着
し
て
働
い
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
軽
度
の
要
支

援
向
け
の
通
所
介
護
と
訪

問
介
護
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

を
促
す
と
あ
る
が
、
大
空

町
は
移
管
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
軽
度
の
方
々

に
つ
い
て
は
在
宅
介
護
が

主
と
な
り
、
介
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、

今
後
、
訪
問
介
護
や
通
所

介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
の
体
制
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
、
今
ま
で
以
上

に
必
要
に
な
る
と
思
う
。

合
わ
せ
て
、
施
設
の
整
備

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
。
十
分
な
情
報
収
集

に
つ
と
め
な
が
ら
、
第
６

期
の
介
護
保
険
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
る
形
で
取
り

進
め
て
い
き
た
い
。

○乳幼児等医療費助成の
　管内状況
≪中学生まで助成≫
　・津別町
　・清里町
　・斜里町（入院のみ）
　・小清水町
　・佐呂間町
　・湧別町
　・滝上町
　・大空町

≪高校生まで助成≫
　・雄武町
　 ・西興部村

【介護保険制度の改正点とは】
　サービスを受けられる方には、寝たきりや認知症などで
常に介護を必要とする状態（要介護状態）の方と、常時の

介護までは必要ではないけれど、家事や身支度等、日常生活に支援が必要な
状態（要支援状態）の方がいらっしゃいます。
　この度の改正で、要支援状態の方向けである、訪問介護と通所介護を、地
域支援事業（※１）に移行し、費用負担の見直しや事業の多様化を図るものと
なっています。

※１〜介護保険の財源を使い、町が地域の実情に応じて取り組む事業

一口メモ
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

第
３
回
〔
Ｈ
26
・
６
・
９
開
催
〕

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
及
び
不
正
取
得
に
係
る
本

人
通
知
要
綱
（
案
）

　
住
民
票
の
不
正
取
得
の
発
覚
を
受
け
、
住
民
票
や
戸
籍
謄

本
等
を
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、
事
前
登
録
を
し
た
方
に

対
し
、
交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
、
な
ど
要
綱
（
案
）
の

説
明

定
住
促
進
事
業

　
宅
地
の
造
成
分
譲
及
び
宅
地
を
購
入
し
て
居
住
し
よ
う
と

す
る
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
補
助
制
度
（
案
）
に
つ
い
て
の

説
明

総
合
計
画
の
策
定
業
務

　
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
、「
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

の
検
討

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

　
平
成
26
年
度
過
疎
対
策
事
業
債
の
同
意
に
向
け
た
計
画
の

変
更
（
５
事
業
追
加
）

廃
屋
等
解
体
撤
去
補
助
金
交
付
要
綱

・�

補
助
額
〜
危
険
廃
屋
等
が
上
限
50
万
円
、
そ
の
他
廃
屋
が

上
限
30
万
円

・�

町
外
の
解
体
撤
去
業
者
が
施
工
し
た
場
合
は
８
／
10
を
補

助
の
基
本
料
金
を
超
え
る
金
額
を
町
が
負
担
す
る
制
度
を
検
討

議
会
広
報
常
任
委
員
会

第
５
回
〔
Ｈ
26
・
６
・
17
開
催
〕

議
会
だ
よ
り
第
33
号
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
内
容
の
検
討

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ほ
か
、
内
容
の
検
討

第
６
回
〔
Ｈ
26
・
７
・
22
開
催
〕・
第
７
回
〔
Ｈ
26
・
７
・
28

開
催
〕・
第
８
回
〔
Ｈ
26
・
８
・
4
開
催
〕

議
会
だ
よ
り
第
33
号
の
内
容
検
討

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

第
３
回
〔
Ｈ
26
・
５
・
22
開
催
〕

平
成
26
年
５
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
の
強
風
被
害

　
建
設
課
及
び
産
業
課
担
当
職
員
と
と
も
に
、
現
地
を
確
認

第
４
回
〔
Ｈ
26
・
6
・
9
開
催
〕

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
補
助
金

　
発
生
し
た
際
、
圃
場
の
蔓
延
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ト
マ
ト
野
生
種
の
種
子
購
入
費
用
の
一
部
助
成

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定

・
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
事
業
を
継
続

・
過
去
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外

店
舗
改
修
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
に
お
い
て
、
商
業
店
舗
を
対

象
と
し
た
も
の

起
業
・
創
業
支
援
補
助
金
交
付
要
綱

　
町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
起
業
が
円
滑
に
さ
れ
る
よ
う
、
起
業

・
創
業
に
係
る
費
用
の
一
部
助
成

町
内
に
お
け
る
家
畜
伝
染
病
（
豚
流
行
性
下
痢
）
の
発
生

　
女
満
別
地
区
養
豚
農
家
1
戸
か
ら
発
生
、
臨
時
防
疫
対
策

協
議
会
開
催
、
養
豚
農
家
6
戸
に
対
し
備
蓄
用
の
消
石
灰
配

布女
満
別
運
動
公
園
遊
具
改
修
工
事

　
平
成
26
年
度
と
平
成
28
年
度
で
改
修
工
事
を
実
施

水
源
地
調
査

　
将
来
に
向
け
水
源
の
確
保
が
必
要
な
た
め
基
本
調
査
を
実

施橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

　
平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
で
、
45
橋
の
補
修

教
育
文
化
会
館
の
大
規
模
改
修

　
耐
震
診
断
へ
の
対
応
、
町
民
使
用
団
体
等
の
要
望
対
応
、

老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
、
事
業
費
4
億
６
、１
７
３
万
円

東
藻
琴
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

　
平
成
26
年
度
実
施
設
計
、
平
成
28
年
度
内
に
改
修
工
事
完

成東
藻
琴
高
等
学
校
体
育
館
等
改
修
事
業

　
体
育
館
及
び
弓
道
場
の
、
外
部
建
具
改
修
、
外
装
改
修
な

どス
ク
ー
ル
バ
ス
の
火
災
事
故

　
5
月
29
日
（
木
）
発
生
、
全
焼
、
代
替
え
車
両
及
び
車
両

購
入
費
を
補
正

　
以
上
の
ほ
か
、
東
藻
琴
幼
稚
園
改
修
事
業
な
ど
全
22
項
目

を
審
議

第
６
回
〔
Ｈ
26
・
６
・
23
開
催
〕

要
望
意
見
書
の
取
扱
い

　
4
件
を
審
議
、
全
件
を
採
択

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）
に
お
け
る
歳

入
見
積
額
の
誤
り

　
第
5
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
と
同
内
容

第
８
回
〔
Ｈ
26
・
7
・
23
開
催
〕

水
道
料
金
の
あ
り
方
（
料
金
改
定
）

　
給
排
水
事
業
経
営
審
議
会
に
よ
る
答
申
に
基
づ
き
、
基
本

料
金
等
の
変
更
を
検
討

　
以
上
の
ほ
か
、
建
設
工
事
等
の
発
注
見
直
し
な
ど
全
４
項

目
を
審
議

連
合
審
査
会（
２
常
任
委
員
会
合
同
で
の
調
査
）

平
成
26
年
度

第
４
回
総
務
厚
生
・
第
5
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会
合

同
開
催
〔
Ｈ
26
・
６
・
11
開
催
〕

債
権
管
理

　
不
能
欠
損
及
び
滞
納
状
況
の
報
告

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
火
災
事
故

　
第
４
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会
と
同
内
容

総
合
計
画
の
策
定
業
務

　
第
３
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
と
同
内
容

平
成
26
年
度

第
６
回
総
務
厚
生
・
第
７
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会
合

同
開
催
〔
Ｈ
26
・
６
・
24
開
催
〕

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
お
け
る
歳

入
見
積
額
の
誤
り

・
第
５
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
と
同
内
容

・
川
口
副
町
長
よ
り
説
明

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
賦
課
限
度
額
を
、
後
期
分
を
14
万
円
か
ら
16
万
円
、
介
護

分
を
12
万
円
か
ら
14
万
円
に
引
き
上
げ

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
規

則
の
制
定

　
町
直
営
の
「
相
談
支
援
事
業
所
」
を
設
置
し
、
職
員
が
管

理
者
及
び
相
談
支
援
専
門
員
と
し
て
兼
務
、
８
月
１
日
か
ら

施
行

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備（
ひ
か
り
館
増
築
）

　
平
成
26
年
度
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
か
り
館
新
館（
仮
称
）

を
整
備

　
以
上
の
ほ
か
、
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
全
11
項
目

を
審
議

第
５
回
〔
Ｈ
26
・
６
・
23
開
催
〕

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
お
け
る
歳

入
見
積
額
の
誤
り

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の
歳
入
に
お
い
て
、
補

正
額
の
一
部
誤
り

要
望
意
見
書
の
取
扱
い

　
５
件
を
審
議
、
う
ち
３
件
を
採
択

第
７
回
〔
Ｈ
26
・
７
・
23
開
催
〕

高
齢
者
等
の
移
動
支
援

　
新
た
に
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
（
仮
称
）
と
し
て
、
ハ
イ
ヤ
ー

常
任
委
員
会
の
活
動
状
況

　
総
務
厚
生
、
産
業
建
設
文
教
、
議
会
広
報
の
３
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
閉
会
中
も

委
員
会
が
所
管
す
る
項
目
な
ど
の
調
査
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

OHZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

強風被害状況を、産業建設文教常任委員会において現地確認 増築予定のグループホームひかり館



のりしろ

内側に折り込んでください
の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

A　あなたは「議会だより」を読んでいますか？ 

　１．いつも読んでいる　　２．たまに見る　　３．読んでいない

B　お気に入りのページはありますか？

　１．予算・決算のページ　　２．一般質問　　３．委員会活動・議会活動
　４．町民の声　　５．トップ記事（２・３ページ）

C　最近よかった記事はありますか？
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

D　表紙についての感想

　　１．いまのままで良い　　２．議会らしいものを　　３．シリーズもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テーマをもって）
　　具体的にあれば（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

E　議会中継（ユーストリーム）・ホームページをご利用になっていますか？

　　１．よく見る　　２．見ない　　３．わからない

　☆ご意見があればお書きください。

のりしろ

ぎかいだより　購読アンケート

◎貴重なご意見、ありがとうございました。今後の広報づくりの参考にさせていただきます。

（住所、自治会等）　　　　　　　　　（職業）　　　　　　　（年齢）　　　　（性別）

⎧
⎪
⎩

⎫
⎪
⎭
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待 ち 合 い 閲 覧
ま あ えつ らん

はじめました。「ぎかいだより」の

　町内の喫茶店、理美容室、病院、金融機関などの待ち合いスペースに、「ぎかいだより」をお
いて、町民の皆様に読んでいただこうとするものです。ぜひ、待ち合い時間を利用して、「ぎか
いだより」にふれてみてください。議会情報の共有と町政への参加を目的とするものです。ご意
見などがありましたらお寄せください。
　また、この度、賛同いただきました事業主様に心から感謝申し上げます。ありがとうございま
した。

―　議会広報常任委員会一同　―　

☆置かせていただいた各店等を紹介させていただきます。（順不同）

○女満別町農業協同組合
○オホーツク網走農業協同組合東藻琴支所
○網走信用金庫（女満別・東藻琴）
○郵便局（女満別・東藻琴）

≪金融機関≫
○リー美容室
○ビューティーサロン大沼
○美容室ムーブ　　　○ボアージュ
○はつえ美容室　　　○みどり美容院
○美容室ピュア

≪美容室≫

○三国　　　　　○いずみ
○ルイード　　　○大泉とこや
○ユリ理容室　　○カットイン福ちゃん
○熊谷理容院

≪床　　屋≫
○女満別中央病院　　○谷川整骨院
○おおぞら歯科　　　○守屋歯科医院
○あおさぎ歯科　　　○東藻琴診療所
○東藻琴歯科診療所

≪病院・歯科≫

○水芭蕉
○ひまわり
○オホーツク自動車学校

≪軽食・その他≫



提出方法：
　①役場等に設置している「ふれあい意見箱」に
　　投かんしてください。
　【投かんいただく「ふれあい意見箱」設置場所】
　　・役場庁舎１階ロビー　・女満別図書館
　　・東藻琴総合支所入口正面カウンター
　　・東藻琴図書館
　②ＦＡＸ ～ 0152-74-2191
　　※アンケートの表面をお送りください。

議会広報常任委員会

議会事務局　行

ぎかいだより

購読アンケート

1819 大空町議会だより　第33号（平成26年８月）大空町議会だより　第33号（平成26年８月）

【町村議会議長・副議長研修会（東京都）（5/27〜 5/28】
　「これからの町村議会のあり方」をテーマに研修会が開催され、全国各地から議長・副議長等、約
1600人が参集し、大空町議会からは近藤議長、深川副議長、大槻事務局長が出席しました。その中で、
近藤議長が登壇し、開かれた議会や議会活性化方策の報告として、大空町議会の取組みを説明しました。
その後のシンポジウムにもパネリストとして参加され、コーディネーターや全国各地の町村議会からの
質問に答えられました。

【札幌地区女満別会（6/6）】
　「第35回総会」が札幌市で開催され、近藤議長、深川副議長が出席しました。  

【北見大空会定期総会並びにふるさとの集い（6/28）】
　「定期総会・ふるさとの集い」が北見市で開催され、近藤議長、深川副議長が出席しました。

【第42回交通安全・第64回社会を明るくする運動大
会（7/1）】
　交通事故の撲滅と犯罪のない健全で明るく住みよい町づ
くりをめざして、各学校や更生保護女性会からの大会決議や、
標語の入選作品の発表などが行われました。各議員が出席し、
大会後は、街頭啓発として、交通安全旗の波作戦に参加し
ました。

【全道町村議会議員研修会（7/4）】
　札幌市で開催され、本町議会から10名の議員が参加し、研修を受けました。
　　○「議会改革のこれから」　　　　　　　　　　○「これからの日本の政治」
　　　法政大学法学部　教授　廣瀬　克哉　氏　　　　読売新聞特別編集委員　橋本　五郎　氏

【行政視察来町応対〔長野県松本市議会「政友会」〕
（7/8）】
　本町の取組などを視察するため、長野県松本市議会「政
友会」会派の皆さんが来町されました。視察内容は、女満
別空港への取組みについてであり、当日は町の担当者に説
明のため同席を依頼し、対応いただきました。議会を代表
して、総務厚生常任委員会正副委員長及び正副議長で応対し、
相互の意見交換なども行われました。

議 会 活 動 掲 示 板

松本市議会視察

社明大会



〜生活しやすい「まちづくり」に一層の努力を期待〜

ちょう みん こえ

喰い処　焼肉

たみちゃん

TEL（0152）74－5316
〒099-2321 大空町女満別西1条3丁目2－19
幹事さん、ご連絡願います

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

９月定例会は、

開かれる予定です。

９月17日(水)から
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　本年４月13日に実施された、町長、議会議員選挙も投票率80.97％の高率

で13名の候補者が信託を受けました。当選された各位に今後のご活躍を期待

します。

　「町民憲法」と言われる大空町自治基本条例が制定され、行政・議会の情報も、度々に町民にアピ

ールされ、インターネットで議会中継されたことは良い例であると思います。

　行政・議会・町民が一体となり、生活しやすい「まちづくり」に一層のご努力を期待します。

町 民 の 声
橋本　尚武 さん
（女満別眺湖台）

議会だよりに掲載する、
『町民の声』『有料広告』を募集しています！

　議会だより裏表紙に掲載していますが、『町民の声』として、町民の方の議会に対する思いや考え、
また、『有料広告』として、町民サービスの向上を目的とし、民間事業者等の広告を掲載しています。
申し込みいただける方及び事業者につきましては、下記問い合わせ先までご連絡ください！


